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　電磁部品に対する要求の多様化，高度化に応えるには
軟磁性材料の高性能化が不可欠である。当社のELAC注1）

（Electromagnetic wire rod for AC application）シリー
ズは，ELCH2をベースに鋼材成分を適正化し，磁気特
性や鍛造性を確保しつつ電気抵抗率を高めた開発鋼であ
る。材料の電気抵抗率を高めることで，交流磁界におけ
る渦電流を抑制でき，磁場の変化に対
する応答性を高めることができる。
　表 1に，ELACシリーズとELCH2
の磁束密度と保磁力，電気抵抗率の例
を示す。ELACシリーズは飽和磁束密
度がELCH2よりわずかに低くなるが，
低磁界領域での磁束密度が高く，保磁
力も小さいので，応答性を求める部品
に適する。なお，ELACの後ろの数字

は電気抵抗率を示している。
　純鉄系軟磁性材料ELACシリーズを通して，電磁部
品への要求の多様化，高度化に対応し，低磁界領域の電
磁力向上や消費電力低減，軽量小型化を実現することに
より，CO2削減へ貢献していく。

　電磁部品の小型化・高効率化に貢献できる磁性材料と
して，圧粉磁心が注目されている。圧粉磁心は粉末を圧
縮成形して製造されるため，積層コアと比べて異方性が
なく，形状自由度が高い。
　圧粉磁心の原料となる軟磁性粉末には主として鉄基金
属粉末が用いられる。当社の磁性鉄粉

“マグメル®”は純鉄粉のため，飽和
磁束密度および粒子圧縮性が高い。ま
た，表面の絶縁被膜により粒子間を絶
縁できることから渦電流損失を小さく
できる点が特長である。低周波向けの
MLシリーズ，高周波向けのMHシリ
ーズをラインナップしており，それぞ
れの代表的な磁気特性を表 1に示す。
　圧縮成形という工法から部品製造時
の材料歩留まりが高く，単位重量あた
りのCO2が削減できる点も製品利用時

における利点となる。高周波数域で駆動される高速モー
タや，3 次元磁気回路構造をもつアキシャルギャップモ
ータ，昇圧回路用リアクトルなどへの適用を通じて，電
磁部品の高性能化に貢献していく。
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表 1   鋼材の磁気特性および電気抵抗率の例

表 1   マグメル®特性一覧

注）B1，B5，B10，B50は，それぞれ磁界の強さ100A/m，500A/m，1,000A/m，5,000A/m
における磁束密度を示す。

脚注 1）ELACは当社の登録商標
　　　　（第6788096号）である




